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雑
誌
『
月
刊 

文
化
財
』
の
８
月
号
に
新
選
定
の
文
化

財
と
し
て
上
条
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
紙
面
の
中
に
は
、

上
条
を
担
当
さ
れ
た
文
化
庁
参
事
官
の
金
井
調
査
官
に

よ
る
解
説
と
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
学
術
文
化
財
課
の
田

中
課
長
に
よ
る
寄
稿
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
絵

に
は
上
条
の
遠
景
写
真
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
上
条
の
良

さ
を
全
国
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
８
月
は
、
「
塩
山
北
中
学
校
区
ブ
ロ
ッ
ク
教
職

員
研
究
会
」
と
「
甲
州
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保

存
審
議
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
教
職
員
研
究
会
」
で

は
、
文
化
財
課
職
員
が
散
策
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
ご
案

内
し
、
上
条
の
歴
史
や
伝
建
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
し
た
。
「
伝
建
保
存
審
議
会
」
で
は
、
重
伝
建

選
定
に
関
す
る
経
緯
と
今
後
の
整
備
予
定
に
つ
い
て
ご

報
告
し
、
委
員
の
皆
様
に
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
こ
れ
ら
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

巻
末
に
は
、
お
知
ら
せ
と
し
ま
し
て
、
た
だ
今
、
甘
草

屋
敷
で
開
催
中
の
「
上
条
集
落
水
彩
画
展
」
の
ご
案
内
と

「
第
３
回
上
条
集
落
見
学
会
」
、
文
化
庁
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

の
魅
力
で
あ
る
。
地
区
内
に
道
祖
神
、
観
音
堂
、
金
井
加
里
神

社
、
福
蔵
院
と
い
っ
た
宗
教
、
民
俗
的
な
施
設
が
セ
ッ
ト
で
残
る

と
こ
ろ
も
す
ば
ら
し
い
。
要
す
る
に
、
私
た
ち
が
「
日
本
の
原
風

景
」
と
い
っ
た
言
葉
で
想
像
す
る
よ
う
な
山
村
集
落
の
要
素
が

一
そ
ろ
い
コ
ン
パ
ク
ト
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」（
田
中
課
長
） 

 

「
教
職
員
研
究
会
」
で
上
条
を
案
内
し
ま
し
た 

 

八
月
七
日
に
塩
山
北
中
学
校
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
塩
山
北
中
学

校
、
大
藤
小
学
校
、
玉
宮
小
学
校
、
神
金
小
学
校
）
交
流
研
究

会
の
先
生
方
に
対
し
て
、
上
条
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
例
年
、

夏
休
み
の
八
月
に
市
内
小
中
学
校
の
先
生
方
は
、
地
区
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
交
流
研
究
会
を
実
施
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
年
の

塩
山
北
中
学
校
区
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研
究
会
で
は
、
上
条
の
歴
史

や
重
伝
建
地
区
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
、
と
い
う
こ
と
で

上
条
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
総
勢
二
十
八
名
で
福
蔵
院
か
ら
観
音
堂
ま
で
歩 

『
月
刊 

文
化
財
』
に
掲
載
さ
れ
た
内
容 

 

 

『
月
刊 

文
化
財
』
は
、
文
化
庁
文
化
財
部
が
監
修
す
る
月

刊
誌
で
、
指
定
文
化
財
を
中
心
に
、
概
念
の
変
遷
や
学
説
の
動

向
、
国
内
外
の
豊
富
な
事
例
紹
介
等
文
化
財
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
テ
ー
マ
を
、
各
分
野
の
第
一
人
者
の
解
説
、
多
く
の
写
真
と

と
も
に
取
り
上
げ
る
唯
一
の
文
化
財
総
合
月
刊
雑
誌
で
す
。 

８
月
号
は
、
新
指
定
の
文
化
財
と
い
う
こ
と
で
、
国
宝
指
定

を
受
け
た
松
江
城
や
新
た
に
重
文
指
定
を
受
け
た
建
造
物
十

件
と
と
も
に
、
新
選
定
の
重
伝
建
地
区
と
し
て
上
条
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
参
事
官
の
金
井
調
査
官
に
よ
る
上
条
の

紹
介
文
と
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
学
術
文
化
財
課
の
田
中
課
長

に
よ
る
寄
稿
論
文
は
、
上
条
の
良
さ
が
あ
ま
す
こ
と
な
く
表
現

さ
れ
て
い
る
す
ば
ら
し
い
文
章
で
す
。
そ
の
地
域
に
住
む
人
に

と
っ
て
は
毎
日
見
る
当
た
り
前
の
風
景
で
も
、
外
か
ら
見
た

り
、
他
の
地
域
と
比
べ
て
見
て
み
る
と
特
別
な
も
の
で
あ
る
こ

と
に
気
付
き
ま
す
。
ふ
た
り
の
文
章
の
な
か
で
特
に
印
象
的
な

部
分
を
抜
粋
し
ま
す
。 

 

「
集
落
は
、
農
作
物
の
栽
培
や
収
穫
、

里
山
の
新
緑
や
紅
葉
、
そ
し
て
住
民
に

よ
る
歳
事
で
時
々
刻
々
と
そ
の
表
情

を
変
え
る
が
、
そ
の
中
で
姿
を
変
え

ず
に
た
た
ず
む
民
家
が
集
落
に
流
れ

る
時
間
を
つ
な
ぐ
縦
軸
と
な
っ
て
い

る
。
」
（
金
井
調
査
官
） 

「
山
梨
の
民
家
の
特
徴
で
あ
る
切
妻
の

茅
葺
民
家
が
比
較
的
狭
い
地
域
に
ま

と
ま
っ
て
存
在
し
、
周
辺
の
畑
地
や
自

然
環
境
と
一
体
と
な
っ
て
歴
史
的
風

致
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
最
大 

 

雑誌「月刊 文化財」８月号の紙面 



 

上
条
集
落
の
水
彩
画
展 

開
催
中 

 

甲
府
市
の
絵
画
教
室
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
上
条
集
落
の
水

彩
画
展
を
甘
草
屋
敷
の
巽
蔵
（
た
つ
み
ぐ
ら
）
で
開
催
中
で
す
。

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

会 
 

期 
 

八
月
二
十
日
（
木
）
～
九
月
十
七
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分 

 
 

 
 

 
 

※
火
曜
日
（
休
館
日
）
を
除
く 

展
示
場
所 

 

旧
高
野
家
住
宅
（
甘
草
屋
敷
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

付
属
屋
・
巽
蔵
（
た
つ
み
ぐ
ら
） 

観 

覧 

料 
 

無
料 

【 
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

】 
 

 

 第
三
回
上
条
集
落
見
学
会 

開
催
の
お
知
ら
せ 

 

今
年
三
回
目
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
福
蔵
院

か
ら
集
落
内
を
歩
く
散
策
ル
ー
ト
を
ご
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、

甘
草
屋
敷
で
開
催
中
の
「
上
条
集
落
水
彩
画
展
」
を
一
日
限
定

で
甲
州
民
家
情
報
館
に
移
し
開
催
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

 

日

時 
 

九
月
十
九
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時 

福
蔵
院
駐
車
場
集
合 

参
加
費 

 

無
料 

（
申
込
み
不
要
） 

 

 

き
、
甲
州
民
家
情
報
館
で
休
憩
し
た
後
、
集
落
を
一
周
し
ま
し

た
。
三
十
度
を
超
え
る
気
温
の
な
か
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

の
散
策
で
し
た
が
、
皆
様
熱
心
に
集
落
内
を
見
て
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
。 

市
内
で
あ
っ
て
も
上
条
の
重
伝
建
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な

い
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
歴

史
に
興
味
を
も
つ
こ
と
は
大
切
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
場

と
し
て
も
上
条
を
活
用
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
な
、
と
先
生
方
を

ご
案
内
す
る
な
か
で
感
じ
ま
し
た
。 

・
設
計
・
工
事
施
工
や
建
造
物
及
び
工
作
物
の
修
理
修
景
事
業

を
行
う
計
画
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
火
災
の

ほ
か
、
土
砂
災
害
な
ど
に
つ
い
て
も
対
策
を
講
じ
る
こ
と
や
、

よ
り
迅
速
に
防
災
設
備
を
設
置
す
る
べ
き
、
と
の
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
審
議
を
重
ね
、
計
画
を
精
査
し
、

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

審
議
会
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

写真１ 教職員研究会 見学の様子 

「
甲
州
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区 

保
存
審
議
会
」
開
催 

 

八
月
二
四
日
に
「
甲
州
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存

審
議
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
か
ら
は
、
下
小
田
原
区
長

の
竹
内
茂
雄
様
、
組
長
の
中
村
今
朝
継
様
、
中
村
一
仁
様
、
丸

山
芳
續
様
に
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

審
議
会
で
は
、
上
条
の
重
伝
建
選
定
に
か
か
る
経
過
を
報
告

し
、
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
事
業
に
て
説
明
板
及
び
ル
ー
ト

表
示
板
の
設
置
を
行
な
い
、
来
年
度
以
降
、
防
災
事
業
の
計
画 

写真２ 保存審議会の様子 

伝
建
制
度
創
設
四
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催
の
お
知
ら
せ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
伝
建
制
度
の
歩
み
や
歴
史
的
な
集
落

の
保
存
意
義
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
の
他
、
伝
建
地
区
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

日 

時 
 

十
月
十
五
日
（
木
） 

 
 

 
 

 

午
後
一
時
半
～
午
後
五
時
半 

場 

所 
 

文
部
科
学
省
講
堂
（
東
館
三
階
） 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三-

二-

二 

主 

催 
 

文
化
庁 

申
込
み
・
問
合
せ 

 
 

 

参
加
希
望
者
は
文
化
財
課
（
電
話

3
2

-
5

0
7

6

）

へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

 


